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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
瞬
間
。
－
ｓ
ｅ
ｔ
ｓ
ｕ
ｎ
ａ
－

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
６
１
９
３
Ｉ

【
作
者
名
】

　
Ｕ
－
ｓ
ｕ
ｋ
ｅ

【
あ
ら
す
じ
】

　
『
初
恋
は
実
の
ら
な
い
・
・
・
。
』

こ
の
言
葉
を
信
じ
て
い
た
侑
夢
。

侑
夢
は
、
初
恋
を
体
験
し
、
大
好
き
な
サ
ッ
カ
ー
と
恋
愛
を
通
し
て
あ
る
女
の

子
を
大
好
き
に
な
っ
て
し
ま
う
・
・
・

そ
し
て
、
そ
の
先
に
待
つ
も
の
と
は
・
・
・
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?
 

－
ｅ
ｉ
ｎ
ｓ
－

１
１
年
前
。

お
前
の
夢
は
何
だ
？

ん
～
と
・
・
・
。

「
僕
、
サ
ッ
カ
ー
の
日
本
代
表
に
な
る
！
そ
し
て
、
テ
レ
ビ
で
サ
ッ
カ
ー
し
て

る
と
こ
を
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
に
見
て
も
ら
う
ん
だ
！
」

「
そ
っ
か
、
た
の
む
ぞ
。
」

「
う
ん
！
」

あ
の
時
、
父
親
に
聞
か
れ
た
言
葉
。

そ
の
頃
の
俺
は
、
輝
い
て
い
た
。

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

１
０
年
後
。
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「
あ
の
さ
、
お
前
の
夢
っ
て
何
？
」

「
え
～
い
き
な
り
何
？
」

「
い
い
か
ら
聞
い
て
ん
だ
よ
。
何
だ
よ
。
」

「
ゆ
ー
く
ん
は
？
」

「
え
～
？
…
け
っ
…
こ
ん
…
す
る
こ
…
と
？
」

「
え
っ
？
何
？
全
然
聞
こ
え
な
い
ん
だ
け
ど
。
」

「
も
～
。
」

「
だ
ー
か
ー
ら
ー
…
結
婚
す
る
こ
と
だ
っ
て
！
」

「
え
っ
、
え
～
？
え
っ
？
だ
っ
て
、
・
・
・
・
・
・
ゆ
ー
く
ん
？
」

「
何
？
」
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「
・
・
・
大
好
き
。
」

「
・
・
・
あ
り
が
と
。
」

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

僕
た
ち
は
、

小
学
校
入
学
式
の
と
き
に
初
め
て
出
逢
っ
た
。

そ
れ
が
、
僕
た
ち
の
の
す
べ
て
の
始
ま
り
だ
っ
た
。

そ
の
出
会
い
が
運
命
と
い
う
名
の
道
の
始
ま
り
だ
と
も
知
ら
ず
に
・
・
・
。

俺
の
名
前
は
、
大
和
 

侑
夢
。

や
ま
と
 

ゆ
う
む

星
座
は
、
お
ひ
つ
じ
座
。
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血
液
型
は
、
Ａ
Ｂ
型
。

外
見
は
い
か
に
も
、

体
育
会
系
。

だ
か
ら
、
勉
強
は
全
く
ダ
メ
。

好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
は
サ
ッ
カ
ー
。

趣
味
は
、
散
歩
。

初
恋
は
、

・
・
・
小
学
校
５
年
生
の
時
。
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そ
の
人
と
出
逢
っ
て
か
ら
４
年
・
・
・
小
学
校
５
年
生
の
と
き
の
こ
と
だ
っ
た
。

「
お
ー
い
、
侑
夢
～
！
」

「
な
ん
だ
よ
、
力
也
か
よ
っ
！
」

こ
い
つ
は
力
也
。

小
学
校
の
時
は
ク
ラ
ス
が
全
部
、
一
緒
だ
っ
た
友
達
。

「
な
に
？
」

「
ド
ッ
ジ
や
ん
な
い
？
」

「
ご
め
ん
、
今
か
ら
サ
ッ
カ
ー
な
ん
だ
。
」

「
え
～
、
マ
ジ
か
よ
～
。
じ
ゃ
あ
、
ま
た
な
～
。
」

こ
の
会
話
を
こ
い
つ
と
は
何
回
し
た
だ
ろ
う
。
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僕
は
、
こ
の
小
学
校
６
年
間
ず
っ
と
、

学
校
の
日
も
、
休
み
の
日
も
サ
ッ
カ
ー
の
練
習
を
し
に
、
地
元
の
チ
ー
ム
に
通

っ
て
い
る
。

だ
か
ら
、
あ
ま
り
学
校
の
友
達
と
一
緒
に
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
。

で
も
、
サ
ッ
カ
ー
が
好
き
だ
か
ら
一
度
も
め
げ
ず
に
続
け
ら
れ
た
。

け
ど
・
・
・

一
度
だ
け
練
習
を
サ
ボ
っ
た
こ
と
が
あ
る
、

そ
れ
は
、
学
校
が
終
わ
っ
て
放
課
後
の
こ
と
だ
っ
た
。

放
課
後
、
力
也
に
毎
度
、
同
じ
よ
う
に
遊
び
に
誘
わ
れ
た
。

「
侑
夢
、
今
か
ら
遊
ば
な
い
？
」

「
だ
か
ら
、
俺
は
今
か
ら
サ
ッ
カ
ー
だ
っ
て
。
」

「
い
い
加
減
・
・
・
」
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「
違
う
ん
だ
っ
て
、
今
日
は
い
つ
も
と
　
ち
・
が
・
う
・
ん
・
だ
！
」

「
何
が
？
」

「
な
ん
と
今
日
は
女
子
と
一
緒
に
遊
ぶ
ん
だ
よ
。
」

「
え
っ
、
ま
じ
？
」

「
誰
と
？
」

「
杉
田
と
か
？
」

杉
田
さ
ん
は
、
俺
が
好
み
の
女
の
子
。

で
も
、
好
き
と
い
う
感
情
は
も
て
な
か
っ
た
。

「
ぶ
っ
、
お
前
～
…
。
」

「
で
、
ど
う
す
ん
だ
？
」

「
お
前
、
俺
が
杉
田
の
こ
と
気
に
な
っ
て
る
こ
と
知
っ
て
て
。
…
ま
～
…
今
日

だ
け
だ
か
ん
な
？
」

「
だ
と
思
っ
た
ぜ
。
」

「
で
、
他
は
？
」
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「
男
子
は
、
俺
と
お
前
と
、
ヤ
マ
、
川
島
。
」

「
マ
サ
は
？
」

「
今
日
は
帰
る
っ
て
。
」

「
そ
っ
か
。
女
子
は
？
」

「
杉
田
と
永
野
と
佐
藤
…
…
そ
れ
と
、
咲
山
。
」

「
え
～
。
咲
山
～
？
」

「
あ
い
つ
、
め
っ
ち
ゃ
暴
力
的
で
男
み
た
い
じ
ゃ
ん
！
」

そ
い
つ
は
、
咲
山
 

侑
。

さ
や
ま
 

ゆ
き

こ
い
つ
は
い
つ
も
俺
を
チ
ビ
チ
ビ
っ
て
言
っ
て
バ
カ
に
す
る
。

だ
か
ら
嫌
い
だ
。

そ
れ
に
、
俺
と
同
じ
漢
字
が
名
前
に
入
っ
て
る
か
ら
で
も
っ
と
嫌
だ
。

「
だ
っ
て
、
し
ょ
う
が
な
い
じ
ゃ
～
ん
。
」

「
ま
っ
・
・
・
、
杉
田
い
る
な
ら
…
い
っ
か
。
」

「
で
、
何
す
ん
の
？
」
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「
…
…
王
様
ゲ
ー
ム
！
」

「
え
～
～
…
。
」

と
い
う
こ
と
で
、

放
課
後
、
み
ん
な
そ
ろ
っ
て
王
様
ゲ
ー
ム
が
始
ま
っ
て
た
。

…
…

…
…

…
…
。

全
然
王
様
に
な
れ
ず
に
…
思
う
と
俺
は
罰
ゲ
ー
ム
ば
っ
か
受
け
て
た
。

し
か
し
、

つ
い
に
、
そ
の
時
が
き
た
…

み
ん
な
が
そ
ろ
そ
ろ
帰
ろ
う
と
思
い
、

最
後
の
ゲ
ー
ム
の
回
だ
っ
た
、

そ
の
引
い
た
割
り
箸
に
は
…

「
王
様
」
の
文
字
が
…
。

「
や
っ
っ
っ
た
ー
！
」
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「
え
～
～
」

「
最
後
に
侑
夢
か
よ
～
」

「
そ
う
い
う
こ
と
言
わ
な
い
の
っ
（
笑
）
」

「
で
、
侑
夢
の
命
令
は
？
」

「
じ
ゃ
あ
・
・
・
、

・
・
・
王
様
と
４
番
の
人
は
ゲ
ー
ム
が
終
わ
っ
て
か
ら
、
二
人
で
デ
ー
ト
！
」
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「
は
ぁ
？
何
だ
よ
そ
の
命
令
！
」

「
い
い
だ
ろ
？
王
様
の
命
令
は
絶
対
な
ん
だ
か
ら
！
」

「
男
だ
っ
た
ら
ど
う
す
ん
の
よ
？
」

「
俺
は
信
じ
て
る
！
」

「
は
い
、
は
い
。
」

「
侑
夢
は
相
変
わ
ら
ず
バ
カ
だ
な
～
。
」

「
バ
カ
っ
て
言
う
な
よ
。
」

「
だ
っ
て
、
そ
の
命
令
が
バ
カ
ら
し
い
ん
だ
も
ん
！
」

「
あ
は
は
は
は
っ
」

み
ん
な
が
笑
う
。

で
も
、
こ
れ
は
杉
田
さ
ん
と
一
緒
に
な
れ
る
最
大
の
チ
ャ
ン
ス
！

「
じ
ゃ
、
４
番
の
人
誰
？
」
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「
・
・
・
。
」

「
誰
だ
よ
～
。
」

「
誰
？
侑
夢
と
デ
ー
ト
す
る
の
嫌
な
の
は
分
か
る
け
ど
、
早
く
出
よ
～
ぜ
？
」

「
お
い
っ
。
ど
う
い
う
こ
と
だ
よ
。
」

「
あ
は
は
は
っ
。
ご
め
ん
。
」

「
で
？
誰
？
」

「
・
・
・
あ
た
し
。
」

「
え
っ
？
」

そ
の
声
は
杉
田
さ
ん
で
は
な
か
っ
た
。
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そ
の
声
は
・
・
・

「
だ
か
ら
、
あ
た
し
だ
っ
て
。
」

咲
山
の
声
だ
っ
た
。
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「
え
～
～
～
～
！
咲
山
？
よ
か
っ
た
な
侑
夢
、
一
応
女
の
子
じ
ゃ
ん
。
」

「
い
っ
、
一
応
っ
て
な
に
よ
！
」

「
え
っ
、
だ
、
だ
っ
て
、
さ
っ
き
侑
夢
が
咲
山
は
男
み
た
い
で
、
暴
力
的
だ
っ

て
。
」

「
お
い
っ
、
お
前
、
バ
、
バ
カ
。
」

「
・
・
・
侑
夢
～
？
、
そ
れ
本
当
？
」

咲
山
は
、
こ
っ
ち
を
鋭
い
目
で
見
て
い
る
。

「
あ
、
あ
の
、
い
、
い
や
…
」

「
ほ
、
本
当
っ
て
か
さ
、
さ
、
咲
山
は
女
だ
よ
な
？
な
っ
？
」
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「
う
、
う
ん
。
」

他
の
男
子
も
ま
き
ぞ
い
を
く
ら
っ
て
、
あ
わ
て
て
答
え
た
。

「
あ
っ
、
そ
う
。
」

「
う
、
う
ん
。
そ
う
だ
よ
。
」

と
、
空
気
が
し
ば
ら
く
凍
り
つ
き
・
・
・
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力
也
が
い
き
な
り
、

「
じ
ゃ
、
じ
ゃ
あ
、
早
く
デ
ー
ト
行
っ
て
き
な
。
」

「
う
、
う
ん
。
そ
う
し
な
よ
～
」

男
子
も
女
子
も
い
き
な
り
手
を
組
ん
だ
か
の
よ
う
に
、

俺
ら
、
二
人
を
押
し
て
く
る
。

「
ち
ょ
、
ち
ょ
っ
と
。
待
っ
て
よ
。
」

「
侑
夢
、
・
・
・
行
っ
て
来
い
。
」

「
わ
、
分
か
っ
た
よ
。
…
…
お
、
お
前
ら
覚
え
と
け
よ
？
」

と
、
男
子
に
告
げ
て
咲
山
と
の
罰
ゲ
ー
ム
デ
ー
ト
に
向
か
っ
た
。
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ん
な
と
こ
で
、
デ
ー
ト
開
始
。

・
・
・
出
発
し
た
瞬
間
か
ら
、
な
ぜ
か
俺
は
緊
張
し
て
い
た
。

そ
れ
も
そ
う
だ
、

あ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
、
そ
の
あ
と
デ
ー
ト
だ
な
ん
て
ふ
ざ
け
て
る
。

け
ど
・
・
・

な
ん
で
だ
ろ
う
、

な
ん
か
異
様
な
違
和
感
が
あ
っ
た
。



19

そ
れ
は
・
・
・

隣
に
い
る
咲
山
が
異
様
に
楽
し
そ
う
だ
っ
た
か
ら
だ
。

あ
ん
な
こ
と
言
っ
た
の
に
。

「
ね
ぇ
？
侑
夢
？
」
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「
な
、
な
ん
だ
よ
。
」

「
ど
こ
行
く
？
」

「
ど
こ
で
も
い
い
よ
。
咲
山
は
？
」

「
え
～
。
じ
ゃ
あ
、
公
園
行
こ
っ
？
」

「
う
、
う
ん
。
行
く
か
。
」

「
う
ん
。
早
く
行
こ
っ
！
」

咲
山
は
俺
の
前
で
、
俺
が
照
れ
て
し
ま
う
く
ら
い
の
笑
顔
で
微
笑
ん
で
・
・
・

俺
を
見
つ
め
た
。

照
れ
て
し
ま
っ
た
。
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・
・
・
俺
が
咲
山
の
笑
顔
で
。

な
ぜ
だ
か
は
自
分
で
も
わ
か
っ
て
る
。
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な
ぜ
な
ら
、

そ
の
時
、
俺
は
恋
を
し
て
し
ま
っ
た
。

初
恋
だ
。
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け
ど
、

そ
の
あ
と
の
デ
ー
ト
の
こ
と
は
、
ま
っ
た
く
覚
え
て
い
な
い
。

そ
し
て
時
は
流
れ
・
・
・

俺
た
ち
は
小
学
校
を
卒
業
を
迎
え
、
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み
ん
な
地
元
の
桐
川
中
学
校
に
入
学
し
た
。
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?
 

－
ｚ
ｗ
ｅ
ｉ
－

「
・
・
・
・
・
・
。
」

「
・
・
・
・
・
・
。
」

「
起
立
！
」

「
こ
れ
か
ら
、
第
〇
〇
回
、
入
学
式
を
開
式
し
ま
す
。
」

「
礼
・
・
・
。
」

新
た
な
１
３
回
目
の
春
が
や
っ
て
き
た
。

し
か
し
、
今
年
の
春
は
今
ま
で
の
春
と
は
・
・
・
違
う
春
に
な
っ
た
。

な
ぜ
な
ら
、
今
年
は
中
学
校
入
学
の
春
。

俺
は
、
恥
ず
か
し
な
が
ら
こ
の
中
学
校
生
活
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
。
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中
学
校
に
は
、
「
部
活
」
、
「
文
化
祭
」
、
「
体
育
祭
」
、
「
修
学
旅
行
」
、

そ
れ
と
・
・
・
「
恋
愛
」
。

俺
は
、
今
ま
で
こ
の
１
２
年
間
、
「
恋
愛
」
と
い
う
も
の
を
経
験
し
た
こ
と
が

な
か
っ
た
。

だ
か
ら
・
・
・

俺
に
と
っ
て
、
と
て
も
楽
し
み
な
中
学
生
ラ
イ
フ
だ
っ
た
。

「
礼
。
・
・
・
着
席
。
」

入
学
式
が
終
わ
っ
た
。

こ
の
あ
と
、
ク
ラ
ス
発
表
が
あ
る
。

発
表
を
見
に
行
こ
う
と
し
た
時
、
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「
お
～
い
、
侑
夢
！
」

「
あ
？
・
・
・
お
っ
、
綾
部
！
」

こ
い
つ
は
、
綾
部
 

龍
弥
。

あ
や
べ
 

た
つ
や

小
学
校
は
違
う
が
、
同
じ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
だ
っ
た
友
達
。

「
ど
う
し
た
？
」

「
お
前
、
俺
と
一
緒
で
１
年
２
組
だ
っ
て
よ
～
」

「
マ
ジ
？
や
っ
た
じ
ゃ
ん
！
」

「
じ
ゃ
あ
、
一
緒
に
ク
ラ
ス
行
こ
う
ぜ
～
」

「
あ
っ
、
う
ん
！
」

実
は
、

こ
の
学
校
、
俺
が
い
た
小
学
校
の
他
に
、

も
う
一
つ
の
小
学
校
と
合
併
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

俺
ら
が
２
人
で
歩
い
て
い
る
と
、
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向
こ
う
か
ら
、

２
人
組
が
・
・
・

「
よ
っ
！
侑
夢
！
綾
部
！
」

「
お
ぅ
！
姫
世
と
京
伍
か
っ
！
」

こ
の
２
人
は
、
同
じ
く
元
チ
ー
ム
メ
イ
ト
の

姫
世
 

葵
と
、

き
せ
 

あ
お
い

須
藤
 

京
伍
。

す
ど
う
 

き
ょ
う
ご

２
人
と
も
、
１
年
１
組
。

「
お
前
ら
何
組
？
」

「
俺
ら
は
２
組
だ
よ
～
」

「
そ
っ
か
、
じ
ゃ
あ
隣
だ
な
」

「
ま
じ
？
じ
ゃ
あ
、
あ
と
で
ク
ラ
ス
行
く
よ
～
」

「
う
ん
！
」

「
じ
ゃ
、
ま
た
後
で
な
～
」

「
お
ぅ
！
ま
た
な
！
」
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で
、
他
の
元
チ
ー
ム
メ
イ
ト
は
・
・
・
と
。

１
年
１
組
　
芝
山
 

流
。

し
ば
や
ま
 

り
ゅ
う

１
年
２
組
　
小
川
 

信
也
　
川
野
 

聖
夜

か
わ
の
 

せ
い
や

１
年
３
組
　
鈴
木
 

将
　
佐
野
 

亮
太

（
こ
れ
で
全
員
か
・
・
・
。
）

「
相
変
わ
ら
ず
、
す
く
ね
～
な
～
」

・
・
・
綾
部
が
口
ず
さ
ん
だ
。

「
そ
れ
言
う
な
っ
て
！
」

「
だ
っ
て
、
９
人
じ
ゃ
サ
ッ
カ
ー
で
き
な
い
ん
だ
か
ん
な
？
」

「
そ
り
ゃ
、
そ
う
だ
け
ど
・
・
・
」

（
こ
り
ゃ
、
部
員
集
め
か
ら
か
・
・
・
。
）

そ
ん
な
こ
ん
な
で
、
新
学
期
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
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勉
強
の
こ
と
な
ん
て
考
え
ず
に
、

い
つ
も
サ
ッ
カ
ー
の
こ
と
ば
か
り
考
え
て
い
た
。

し
か
し
、
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
他
に
も
あ
っ
た
。

「
・
・
・
あ
い
つ
は
、
３
組
か
。
」

そ
し
て
、

あ
っ
と
い
う
間
に
１
ヵ
月
が
過
ぎ
、

部
活
動
集
会
が
行
わ
れ
た
。

「
え
っ
と
・
・
・
サ
ッ
カ
ー
部
は
ー
・
・
・
。
」
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「
サ
ッ
カ
ー
部
の
１
年
生
は
体
育
館
の
一
番
右
端
に
集
ま
っ
て
ー
！
」

と
、
声
が
聞
こ
え
た
。

見
た
感
じ
サ
ッ
カ
ー
部
は
他
の
部
活
よ
り
は
、
多
い
感
じ
だ
っ
た
。

さ
っ
き
の
声
は
サ
ッ
カ
ー
部
の
先
輩
の
声
だ
っ
た
。

見
て
み
る
と
、
入
学
し
て
自
分
が
恐
い
と
思
っ
た
人
た
ち
の
ほ
と
ん
ど
が
、
サ

ッ
カ
ー
部
の
３
年
生
に
い
た
。

そ
う
思
う
と
、
２
年
生
と
思
わ
れ
る
人
た
ち
は
優
し
そ
う
だ
っ
た
。

け
ど
、
先
輩
の
中
に
は
知
っ
て
い
る
人
も
た
く
さ
ん
い
た
。

な
ぜ
な
ら
、
小
学
校
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
で
一
緒
だ
っ
た
か
ら
だ
。

「
・
・
・
よ
～
、
や
っ
ぱ
侑
夢
じ
ゃ
ん
か
～
。
久
し
ぶ
り
～
」

「
ひ
、
久
し
ぶ
り
で
す
。
」
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声
を
か
け
て
き
た
の
は
３
年
生
の
柿
谷
先
輩
だ
っ
た
。

こ
の
人
と
は
、
小
学
校
か
ら
仲
が
よ
か
っ
た
。

サ
ッ
カ
ー
の
実
力
も
な
か
な
か
あ
り
、
先
輩
の
中
で
は
う
ま
い
ほ
う
だ
っ
た
。

「
綾
部
と
か
、
姫
世
も
い
ん
の
か
？
」

「
あ
、
は
い
。
あ
い
つ
ら
な
ら
後
ろ
に
並
ん
で
ま
す
よ
。
」

「
あ
っ
そ
う
か
～
部
活
入
ん
な
ら
１
年
か
ら
で
も
レ
ギ
ュ
ラ
ー
目
指
せ
よ
？
」
」

「
は
、
は
い
。
絶
対
無
理
で
す
け
ど
ね
。
」

「
あ
は
は
は
っ
、
そ
う
か
～
？
ま
、
よ
ろ
し
く
な
！
」

「
は
い
！
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
」

ま
ぁ
、
そ
ん
な
こ
ん
な
で
集
会
が
始
ま
っ
た
。

「
で
は
、
・
・
・
サ
ッ
カ
ー
部
お
願
い
し
ま
す
。
」
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キ
ャ
プ
テ
ン
が
呼
ば
れ
、
サ
ッ
カ
ー
部
の
紹
介
が
始
ま
っ
た
。

「
え
～
と
・
・
・
、
サ
ッ
カ
ー
部
キ
ャ
プ
テ
ン
の
守
谷
 

蹴
で
す
。
俺
た
ち
サ

も
り
や
 

し
ゅ
う

ッ
カ
ー
部
は
、
日
々
の
練
・
・
・
」

蹴
先
輩
。
桐
中
サ
ッ
カ
ー
部
キ
ャ
プ
テ
ン
。

俺
は
、
こ
の
人
に
憧
れ
て
い
る
。

尊
敬
で
き
る
先
輩
の
一
人
で
あ
る
。

小
学
校
の
と
き
に
、
一
緒
の
チ
ー
ム
の
先
輩
だ
っ
た
。
ま
た
一
緒
に
サ
ッ
カ
ー

が
で
き
て
す
ご
く
嬉
し
い
。

俺
も
こ
の
人
の
よ
う
に
う
ま
く
な
り
た
い
と
思
う
。

「
・
・
・
ま
ぁ
、
サ
ッ
カ
ー
部
は
今
度
の
俺
ら
３
年
の
最
後
の
総
体
で
、
県
大

会
出
場
を
目
標
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
・
・
・
以
上
で
す
。
」

「
あ
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
」

サ
ッ
カ
ー
部
の
紹
介
が
終
わ
っ
た
。
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言
い
に
く
い
が
、
こ
の
学
校
は
そ
こ
ま
で
サ
ッ
カ
ー
が
強
く
な
い
。
２
年
生
も

３
年
生
も
他
の
中
学
校
の
レ
ベ
ル
に
か
な
り
劣
っ
て
い
る
。

そ
う
い
う
こ
と
も
あ
り
、

だ
か
ら
、
今
年
の
１
年
・
・
・
い
わ
ゆ
る
俺
ら
が
少
し
期
待
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
俺
ら
は
、
小
学
校
の
時
に
市
内
で
も
そ
こ
そ
こ
通
用
し
て
い
た
か
ら
だ
。

し
か
し
、
そ
こ
ま
で
強
い
わ
け
で
も
な
い
。

だ
か
ら
俺
ら
も
県
大
会
に
な
ん
か
行
け
る
か
ど
う
か
・
・
・

い
つ
に
ま
に
か
部
活
動
集
会
は
終
わ
っ
て
い
た
。

放
課
後
・
・
・

部
活
の
時
間
に
な
り
、
１
年
が
集
め
ら
れ
た
。
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「
私
が
サ
ッ
カ
ー
部
顧
問
の
、
飯
山
だ
。
お
前
ら
が
サ
ッ
カ
ー
部
の
１
年
か
？
」

「
は
い
、
そ
う
で
す
。
」

「
こ
れ
で
全
員
か
？
」

「
あ
、
い
え
。
ま
ぁ
・
・
・
」

そ
う
、
こ
の
少
し
前
に
残
念
な
こ
と
が
起
き
て
い
た
。

そ
れ
は
、

部
活
動
集
会
後
・
・
・

「
お
い
っ
、
将
。
お
前
、
サ
ッ
カ
ー
部
入
ん
な
い
っ
て
本
当
か
？
」
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「
う
、
う
ん
。
」

「
な
ん
で
だ
よ
！
」

「
決
め
た
ん
だ
、
信
也
と
亮
太
と
・
・
・
。
」

「
ま
さ
か
、
そ
の
２
人
も
？
」

「
う
ん
。
３
人
で
テ
ニ
ス
部
に
入
る
つ
も
り
。
」

「
な
ん
で
だ
よ
。
ま
た
、
一
緒
に
サ
ッ
カ
ー
や
ろ
う
ぜ
？
」

「
ご
め
ん
。
も
う
、
入
部
届
け
出
し
た
か
ら
。
じ
ゃ
あ
、
ま
た
ね
。
」

「
・
・
・
。
」

貴
重
な
サ
ッ
カ
ー
部
の
３
人
を
、
俺
ら
は
失
っ
た
。

「
こ
れ
で
今
の
と
こ
ろ
、
サ
ッ
カ
ー
部
は
俺
を
含
め
て
６
人
か
～
・
・
・
ど
う

す
っ
か
な
～
」
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そ
の
時
、
京
伍
と
綾
部
が
知
ら
な
い
３
人
と
一
緒
に
来
た
。

「
侑
夢
ー
！
、
こ
い
つ
ら
が
サ
ッ
カ
ー
部
入
り
た
い
っ
て
さ
。
」

「
本
当
？
・
・
・
っ
て
、
こ
い
つ
ら
」

「
何
？
」

「
何
っ
て
、
こ
い
つ
ら
サ
ッ
カ
ー
未
経
験
者
。
」

「
え
～
！
！
！
」

他
の
３
人
も
驚
い
た
。

「
っ
て
、
な
ん
で
侑
夢
知
っ
て
ん
の
？
」

「
だ
っ
て
、
小
学
校
一
緒
だ
っ
た
友
達
だ
し
。
」

「
え
っ
！
？
」

「
よ
っ
、
侑
夢
！
」

「
よ
っ
・
・
・
じ
ゃ
ね
ー
よ
！
本
当
に
や
ん
の
か
？
」
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「
あ
っ
た
り
ま
え
！
」

「
紅
太
も
秋
刀
も
？
」

「
う
ん
！
」

こ
の
３
人
は
、
小
学
校
の
友
達
。

１
年
１
組
の
高
倉
 

紅
太

た
か
く
ら
 

こ
う
た

１
年
２
組
の
佐
藤
 

秋
刀

さ
と
う
 

し
ゅ
う
と

１
年
３
組
の
本
山
 

能
気

も
と
や
ま
 

よ
し
き

「
聞
い
た
ぞ
侑
夢
、
サ
ッ
カ
ー
部
少
な
く
て
こ
ま
っ
て
ん
だ
っ
て
？
」

「
ま
あ
な
。
」

「
だ
か
ら
、
俺
ら
が
助
け
て
や
る
っ
て
言
っ
て
ん
だ
よ
！
俺
ら
で
き
る
っ
て
！
」

「
そ
っ
か
。
そ
う
だ
よ
な
、
分
か
っ
た
よ
。
・
・
・
よ
ろ
し
く
な
！
」
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「
よ
ろ
し
く
！
」

「
よ
っ
し
ゃ
～
！
こ
れ
で
サ
ッ
カ
ー
部
、
９
人
揃
っ
た
な
」

「
そ
う
だ
な
」

「
あ
、
あ
の
～
」

「
う
ん
？
」

「
あ
の
、
サ
ッ
カ
ー
部
の
１
年
生
で
す
か
？
」

「
え
っ
？
そ
う
だ
け
ど
・
・
・
」

「
僕
も
、
サ
ッ
カ
ー
部
に
入
り
た
い
ん
だ
け
ど
・
・
・
い
い
か
な
？
」

「
え
っ
と
～
・
・
・
悪
い
け
ど
サ
ッ
カ
ー
の
経
験
は
？
」

「
そ
れ
が
、
な
い
ん
だ
け
ど
・
・
・
」

「
そ
っ
か
、
じ
ゃ
俺
ら
と
一
緒
か
！
」

と
、
本
山
が
言
っ
た
。

「
君
た
ち
も
未
経
験
な
の
？
」
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「
そ
う
！
こ
れ
か
ら
始
め
る
ん
だ
！
」

「
よ
か
っ
た
～
。
も
う
、
み
ん
な
入
部
届
け
は
出
し
ち
ゃ
た
？
」

「
い
や
、
今
か
ら
み
ん
な
で
出
し
に
行
く
ん
だ
！
一
緒
に
行
く
か
？
」

「
う
ん
！
」

「
あ
っ
お
前
、
名
前
は
？
」

「
僕
の
名
前
は
、
鈴
木
 

剣
斗
。
ク
ラ
ス
は
１
年
１
組
。
よ
ろ
し
く
。
」

す
ず
き
 

け
ん
と

「
よ
ろ
し
く
な
！
剣
斗
！
」

「
あ
り
が
と
う
。
」

（
こ
れ
で
サ
ッ
カ
ー
部
１
年
は
１
０
人
か
・
・
・
）
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・
・
・
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
、
今
に
至
る
。

「
ど
う
な
ん
だ
。
そ
う
な
の
か
？
」

「
た
、
た
ぶ
ん
。
」

「
し
っ
か
り
敬
語
を
使
え
！
」

「
す
、
す
い
ま
せ
ん
。
」

綾
部
が
怒
ら
れ
た
。

「
ま
ぁ
、
次
か
ら
気
を
つ
け
ろ
。
お
前
ら
も
上
下
関
係
は
し
っ
か
り
な
！
」
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「
は
い
！
」

「
ま
～
な
ん
と
も
お
前
ら
・
・
・
少
な
い
な
～
・
・
・
え
～
っ
と
、
１
、
２
、

３
、
４
・
・
・
１
０
人
か
。
こ
れ
じ
ゃ
１
チ
ー
ム
も
組
め
な
い
な
。
」

笑
い
な
が
ら
そ
う
話
し
て
き
た
。

（
こ
れ
で
も
け
っ
こ
う
揃
っ
た
ほ
う
だ
・
・
・
。
）

「
ま
ぁ
、
い
い
。
と
り
あ
え
ず
今
日
は
、
外
周
１
０
周
だ
。
そ
の
あ
と
は
筋
ト

レ
な
。
時
間
余
っ
た
ら
、
グ
ラ
ン
ド
で
ボ
ー
ル
拾
い
そ
れ
で
今
日
は
終
わ
り
だ
。

」「
え
っ
？
・
・
・
」

「
え
？
じ
ゃ
な
い
。
返
事
は
『
は
い
』
だ
！
」

「
あ
、
は
い
！
」

全
員
、
唖
然
と
し
た
。
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部
活
に
来
た
の
に
ボ
ー
ル
も
蹴
れ
な
い
。

小
学
校
の
と
き
と
は
違
う
、
小
学
校
と
中
学
校
の
温
度
差
に
み
ん
な
言
葉
を
失

っ
た
。

・
・
・
こ
れ
が
中
学
校
の
部
活
、
・
・
・
こ
れ
が
中
学
サ
ッ
カ
ー
か
。

そ
の
こ
ろ
・
・
・

あ
い
つ
は
、
女
子
バ
ス
ケ
部
に
入
っ
て
い
た
。
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?
 

－
ｄ
ｒ
ｅ
ｉ
－

（
入
部
し
て
３
回
目
の
部
活
・
・
・
）

「
じ
ゃ
あ
、
こ
れ
か
ら
新
１
年
の
自
己
紹
介
を
し
て
も
ら
う
か
ら
。
」

キ
ャ
プ
テ
ン
が
言
っ
た
。

１
年
の
自
己
紹
介
が
始
ま
っ
た
。

「
う
ん
・
・
と
、
じ
ゃ
あ
、
一
番
左
の
お
前
か
ら
お
願
い
。
ク
ラ
ス
と
名
前
、

つ
い
で
に
ポ
ジ
シ
ョ
ン
も
ね
」

「
は
い
！
え
っ
・
・
・
と
、
１
年
１
組
の
須
藤
 

京
伍
で
す
！
ポ
、
ポ
ジ
シ
ョ

ン
は
Ｍ
Ｆ
で
す
！
お
願
い
し
ま
す
！
」

「
は
い
、
次
。
」

「
は
い
。
１
年
２
組
の
綾
部
 

龍
弥
で
す
。
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
、
Ｍ
Ｆ
で
す
。
お

願
い
し
ま
す
。
」

「
次
！
」
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「
え
～
、
１
年
１
組
の
芝
山
 

流
で
す
。
Ｄ
Ｆ
で
す
。
お
願
い
し
ま
す
！
」

な
ん
か
先
輩
た
ち
は
不
満
そ
う
な
顔
だ
っ
た
。

「
・
・
・
じ
れ
っ
た
～
！
、
お
い
っ
！
お
前
、
他
の
全
員
紹
介
し
ろ
。
」

「
お
、
俺
で
す
か
？
」

「
そ
う
だ
よ
！
早
く
し
ろ
！
部
活
が
で
き
な
い
だ
ろ
～
が
！
」

「
は
、
は
い
。
え
～
・
・
・
ま
ず
、
自
分
は
１
年
２
組
の
大
和
 

侑
夢
で
す
。

ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
Ｆ
Ｗ
で
す
。
こ
い
つ
は
同
じ
１
年
２
組
の
・
・
・
」

無
事
、
全
員
の
紹
介
を
終
え
た
。

（
緊
張
し
た
～
、
て
か
、
な
ん
で
俺
な
ん
だ
よ
。
・
・
・
な
ん
か
蹴
先
輩
こ
わ

く
な
っ
た
な
～
）
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月
日
は
流
れ
・
・
・

そ
れ
か
ら
、
あ
っ
と
い
う
間
に
１
ヵ
月
が
過
ぎ
た
。

で
、
今
も
い
つ
も
通
り
の
メ
ニ
ュ
ー
を
こ
な
し
て
い
る
。

「
ね
ぇ
～
・
・
・
今
日
も
、
っ
て
か
、
い
つ
ま
で
こ
の
メ
ニ
ュ
ー
や
ん
の
～
？
」

京
伍
が
弱
音
を
吐
い
て
い
る
。

「
そ
ん
な
の
分
か
ん
な
い
よ
～
ま
ぁ
、
今
は
我
慢
し
ろ
よ
。
」

け
ど
、
弱
音
を
吐
き
た
く
な
る
気
持
ち
も
分
か
る
。

な
ぜ
な
ら
、
も
う
す
で
に
１
ヵ
月
以
上
、
同
じ
メ
ニ
ュ
ー
な
の
だ
。

こ
ん
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
走
っ
て
い
る
と
、

「
あ
っ
・
・
」
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・
・
・
咲
山
だ
。

あ
い
つ
も
、
部
活
で
走
っ
て
い
た
。

バ
ス
ケ
部
も
そ
う
と
う
走
る
ら
し
い
。

少
し
の
間
、
見
て
い
る
と
目
が
合
っ
た
よ
う
な
気
が
し
た
・
・
・

な
ぜ
か
ド
キ
ッ
と
し
た
・
・
・

あ
い
つ
と
は
、
中
学
生
に
な
っ
た
今
も
仲
の
い
い
友
達
だ
っ
た
。

話
は
変
わ
る
が
・
・
・

小
学
校
の
時
、
気
に
な
っ
て
い
た
杉
田
さ
ん
は
私
立
の
中
学
校
を
受
験
し
て
し

ま
っ
た
た
め
中
学
は
離
れ
て
し
ま
っ
た
。

そ
れ
で
全
然
、
中
学
生
に
な
っ
て
か
ら
好
き
な
人
が
で
き
な
か
っ
た
。
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だ
か
ら
、
部
活
ば
か
り
に
気
が
寄
っ
て
い
た
。

（
恋
、
・
・
・
か
。
し
て
み
て
～
な
～
・
・
・
）

心
の
中
で
俺
は
叫
ん
だ
。

翌
日
、
飯
山
が
や
っ
て
き
た
。

「
じ
ゃ
あ
、
そ
ろ
そ
ろ
１
年
の
メ
ニ
ュ
ー
変
え
る
か
～
」

「
ほ
、
ホ
ン
ト
で
す
か
！
？
」

「
あ
ぁ
・
・
・
、
じ
ゃ
あ
、
外
周
１
０
周
に
、
筋
ト
レ
い
つ
も
の
５
セ
ッ
ト
。

そ
れ
と
新
し
く
、
坂
ダ
ッ
シ
ュ
２
０
本
な
。
」

ふ
ざ
け
て
い
る
。
こ
の
メ
ニ
ュ
ー
は
今
ま
で
の
２
倍
、
い
や
、
そ
れ
以
上
だ
。

聞
い
た
瞬
間
、
全
員
が
下
を
向
い
た
。

「
お
前
ら
、
返
事
は
？
」
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「
は
、
は
い
っ
・
・
・
。
」

「
せ
、
先
生
！
」

姫
世
が
い
き
な
り
言
葉
を
発
し
た
。

「
な
ん
だ
？
」

「
そ
、
そ
の
あ
と
の
メ
ニ
ュ
ー
は
・
・
・
」

「
バ
カ
か
お
前
ら
、
そ
の
メ
ニ
ュ
ー
が
す
ぐ
終
わ
る
と
で
も
？
」

「
え
っ
？
」

「
そ
れ
が
１
日
で
全
部
終
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
・
・
・
そ
う
だ
な
、
じ
ゃ
あ
・

・
・
ボ
ー
ル
触
れ
る
メ
ニ
ュ
ー
に
変
え
て
や
る
よ
。
ま
、
頑
張
れ
や
。
」

そ
う
、
笑
い
な
が
ら
立
ち
去
っ
て
行
っ
た
。

「
・
・
・
・
・
・
。
」
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「
ど
う
す
ん
だ
よ
侑
夢
！
こ
れ
じ
ゃ
、
み
ん
な
サ
ッ
カ
ー
や
る
前
に
潰
れ
ち
ゃ

う
よ
！
」

「
そ
う
だ
よ
。
こ
ん
な
の
お
か
し
い
よ
！
」

「
ど
う
す
ん
だ
っ
て
！
」

み
ん
な
が
聞
い
て
く
る
。

「
・
・
・
や
っ
て
や
ろ
う
じ
ゃ
ん
」

姫
世
が
呟
い
た
。

「
え
っ
？
」

「
今
か
ら
で
も
、
そ
の
メ
ニ
ュ
ー
や
っ
て
、
終
わ
ら
せ
れ
ば
ボ
ー
ル
触
れ
る
ん

だ
ろ
？
」
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「
ま
、
ま
ぁ
・
・
・
で
、
で
も
。
」

「
で
も
じ
ゃ
な
く
て
、
や
る
し
か
ね
ぇ
ー
だ
ろ
！
」

「
姫
世
・
・
・
」

「
そ
う
だ
よ
、
み
ん
な
で
や
ろ
う
よ
！
そ
れ
で
、
早
く
み
ん
な
で
サ
ッ
カ
ー
し

よ
！
？
」

剣
斗
が
言
っ
た
。

「
剣
斗
・
・
・
で
も
お
前
、
言
い
た
く
な
い
け
ど
、
今
ま
で
の
メ
ニ
ュ
ー
だ
っ

て
ろ
く
に
こ
な
せ
て
な
か
っ
た
だ
ろ
」

「
そ
、
そ
う
だ
け
ど
・
・
・
や
る
し
か
な
い
ん
で
し
ょ
？
み
ん
な
と
一
緒
に
サ

ッ
カ
ー
す
る
に
は
」

「
そ
う
だ
け
ど
。
」

「
そ
っ
か
・
・
・
そ
う
だ
な
。
や
ん
な
き
ゃ
、
み
ん
な
で
一
緒
に
サ
ッ
カ
ー
出

来
な
い
も
ん
な
。
・
・
・
お
前
ら
も
、
そ
れ
で
い
い
よ
な
？
」
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「
・
・
・
う
ん
」

「
よ
し
！
い
っ
ち
ょ
や
っ
て
や
る
か
！
剣
斗
が
こ
う
言
っ
て
ん
だ
、
や
る
か
！
」

「
う
ん
！
」

「
よ
っ
し
ゃ
ー
！
早
い
と
こ
終
わ
ら
せ
っ
か
ー
！
」

「
じ
ゃ
あ
・
・
・
ま
ず
、
外
周
１
０
周
か
ら
だ
な
！
」

「
・
・
・
お
ぅ
！
！
」

し
か
し
、

結
局
、
そ
の
日
に
は
す
べ
て
の
メ
ニ
ュ
ー
は
終
わ
ら
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。

け
ど
、
俺
ら
サ
ッ
カ
ー
部
１
年
の
団
結
力
と
友
情
は
・
・
・
ま
た
一
段
と
深
ま

っ
た
。
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「
ま
た
・
・
・
明
日
頑
張
ろ
う
！
」

「
お
ぅ
！
」

な
ん
で
だ
ろ
う
・
・
・
。

み
ん
な
辛
い
練
習
だ
っ
た
は
ず
な
の
に
、

な
ぜ
か
み
ん
な
の
顔
は
さ
わ
や
か
な
表
情
を
し
て
い
た
・
・
・

（
明
日
も
・
・
・
や
っ
て
や
る
！
）

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

そ
の
時
、

そ
の
光
景
を
こ
っ
そ
り
眺
め
て
い
る
、
サ
ッ
カ
ー
部
１
年
に
興
味
を
抱
く
者
が

い
た
・
・
・
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「
・
・
・
サ
ッ
カ
ー
部
ね
ぇ
、
か
っ
こ
い
い
じ
ゃ
ん
。
」
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?
 

－
ｖ
ｉ
ｅ
ｒ
－

「
い
て
っ
！
・
・
・
あ
っ
、
ご
め
ん
。
」

誰
か
と
ぶ
つ
か
っ
た
。

そ
れ
は
、
女
の
子
だ
っ
た
。

「
あ
っ
、
だ
、
大
丈
夫
？
」

「
あ
、
は
い
。
大
丈
夫
で
す
！
す
、
す
い
ま
せ
ん
。
」

そ
の
子
は
、
一
度
こ
っ
ち
を
見
た
。

・
・
・
目
が
あ
っ
た
。
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「
あ
っ
・
・
・
ご
、
ご
め
」

「
だ
、
大
丈
夫
で
す
！
じ
ゃ
、
ま
た
。
」

「
あ
っ
、
・
・
・
。
」

（
ま
、
ま
た
・
・
・
？
）

そ
の
子
は
、
す
ぐ
立
ち
上
が
る
と
そ
の
場
を
走
っ
て
立
ち
去
っ
て
行
っ
た
。

そ
れ
は
、
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
の
背
の
小
さ
い
・
・
・
た
ぶ
ん
１
年
生
の
女
子
だ

っ
た
。

目
が
合
っ
た
時
、
ち
ょ
っ
と
ド
キ
ッ
と
し
た
。

（
あ
、
あ
の
子
・
・
・
い
い
匂
い
し
た
な
～
。
で
も
・
・
・
見
た
こ
と
な
い
顔

だ
っ
た
な
。
）
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「
可
愛
か
っ
た
・
・
・
な
」

思
わ
ず
呟
い
て
し
ま
っ
た
。

数
日
後
、

「
起
立
！
・
・
・
礼
！
着
席
。
」

中
学
校
生
活
は
も
う
・
・
・
２
ヶ
月
が
経
っ
て
い
た
。

俺
ら
は
、
部
活
ば
か
り
や
っ
て
る
に
は
い
か
な
い
・
・
・

中
学
生
と
し
て
、
勉
強
と
部
活
の
両
立
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
に
、
そ
ろ
そ
ろ
第
一
回
目
の
定
期
テ
ス
ト
が
あ
る
。

そ
の
こ
ろ
、
サ
ッ
カ
ー
部
の
１
年
は
テ
ス
ト
期
間
中
は
部
活
が
な
く
、
そ
れ
ぞ

れ
テ
ス
ト
勉
強
に
お
わ
れ
て
い
た
。



59

「
わ
ぁ
ー
・
・
・
も
ぅ
！
く
そ
～
！
」

「
な
ん
だ
よ
侑
夢
、
う
る
せ
ぇ
ー
な
！
」

「
だ
っ
て
、
だ
っ
て
・
・
・
テ
ス
ト
が
・
・
。
」

「
常
に
勉
強
し
て
な
い
か
ら
だ
ぞ
？
」

「
そ
う
だ
け
ど
さ
・
・
・
い
い
よ
な
。
姫
世
と
綾
部
と
ヤ
マ
｜
（
本
山
）
は
、

勉
強
で
き
る
か
ら
・
・
・
」

「
そ
ん
な
こ
と
な
い
っ
て
、
み
ん
な
ち
ゃ
ん
と
や
っ
て
る
か
ら
だ
か
ん
な
？
な

ぁ
？
綾
部
～
」

「
え
っ
？
　
俺
！
？
　
俺
は
、
家
で
は
勉
強
し
て
ね
ぇ
ー
よ
？
」

綾
部
が
言
っ
た
。

「
え
っ
！
？
マ
ジ
？
」
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「
う
ん
。
授
業
で
覚
え
る
。
」

「
そ
の
手
が
あ
っ
た
か
！
明
日
か
ら
や
っ
て
み
よ
！
」

「
お
前
じ
ゃ
、
無
理
だ
と
思
う
な
！
」

ヤ
マ
が
笑
い
な
が
ら
、
言
っ
て
き
た
。

「
な
ん
で
よ
！
」

「
絶
対
無
理
！
」

「
俺
も
そ
う
思
う
」

笑
っ
て
、
み
ん
な
が
言
っ
て
く
る
。

「
絶
対
や
っ
て
や
る
！
」

そ
し
て
、
テ
ス
ト
当
日
。
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「
・
・
・
・
。
」

「
な
ん
か
、
侑
夢
元
気
な
く
な
い
？
」

「
あ
い
つ
、
見
事
に
撃
沈
だ
っ
て
！
」

「
あ
は
は
は
っ
、
ド
ン
マ
イ
侑
夢
！
」

「
ぅ
る
せ
ぇ
～
・
・
・
」

す
ご
く
小
さ
い
声
で
言
い
か
え
し
て
き
た
。

他
に
も
、
侑
夢
と
同
じ
状
態
に
あ
る
者
が
・
・
・
他
に
３
人
い
た
。

京
伍
と
紅
太
と
秋
刀
だ
。

「
お
前
ら
テ
ン
シ
ョ
ン
低
っ
！
！
！
」

「
だ
っ
て
～
～
・
・
・
」
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こ
の
４
人
は
、

そ
の
日
の
部
活
、
た
だ
、
ボ
ー
っ
と
し
て
い
た
。

翌
日
、

「
し
ゃ
ー
っ
！
！
ふ
っ
か
ー
つ
っ
！
！
！
今
日
こ
そ
部
活
、
ノ
ル
マ
達
成
す
る

ぞ
！
」

「
侑
夢
、
朝
か
ら
テ
ン
シ
ョ
ン
高
っ
！
大
丈
夫
な
の
か
？
」

「
も
う
、
ふ
っ
き
れ
た
！
」

「
あ
っ
、
そ
う
（
笑
）
」

そ
の
日
の
放
課
後
・
・
・

「
お
～
い
っ
、
１
年
集
合
～
！
」
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キ
ャ
プ
テ
ン
の
声
が
聞
こ
え
た
。

「
は
い
、
な
ん
で
す
か
？
」

「
お
前
ら
に
も
、
一
応
、
報
告
し
と
こ
う
と
思
っ
て
な
。
」

「
な
、
何
を
で
す
か
？
」

「
今
日
か
ら
、
サ
ッ
カ
ー
部
に
新
た
に
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
入
部
し
た
い
と

い
う
子
が
さ
っ
き
来
た
ん
だ
。
だ
か
ら
、
言
っ
と
こ
う
と
思
っ
て
な
。
」

「
え
～
？
本
当
で
す
か
？
」

「
あ
ぁ
。
ま
ぁ
、
お
前
ら
と
会
う
の
は
明
日
以
降
に
な
る
と
思
う
か
ら
、
会
っ

た
時
は
、
よ
ろ
し
く
な
！
」
」

「
あ
、
は
い
。
分
か
り
ま
し
た
。
」

「
誰
だ
ろ
ー
な
・
・
・
そ
の
子
。
」
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綾
部
が
呟
い
た
。

「
ど
う
せ
・
・
・
大
し
た
こ
と
な
い
ん
だ
ろ
う
か
ら
、
期
待
し
な
い
ほ
う
が
い

い
よ
な
。
」

姫
世
が
答
え
た
。

「
そ
う
だ
な
。
」

「
は
ぁ
～
・
・
・
。
」

全
員
が
た
め
息
を
つ
い
た
。

「
な
ん
か
、
元
気
の
出
る
こ
と
な
い
か
な
～
・
・
・
」

「
・
・
・
・
・
・
。
」

な
ぜ
か
全
員
沈
ん
だ
。

「
そ
ん
な
こ
と
よ
り
・
・
・
早
く
、
走
っ
ち
ゃ
お
う
ぜ
！
？
」
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姫
世
が
そ
の
場
の
空
気
を
切
り
替
え
よ
う
と
言
っ
て
き
た
。

「
そ
う
だ
な
、
よ
し
！
走
っ
か
！
」

「
お
ぅ
！
！
」

「
う
ん
、
青
春
だ
ね
～
・
・
・
（
こ
れ
で
、
私
も
あ
い
つ
ら
と
一
緒
の
サ
ッ
カ

ー
部
に
な
れ
た
。
頑
張
ん
な
き
ゃ
・
・
・
）
。
」

そ
し
て
、
翌
日
。

部
活
の
時
間
。

「
１
年
集
合
！
！
」
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キ
ャ
プ
テ
ン
が
１
年
全
員
を
集
め
た
。

「
今
か
ら
、
明
日
の
総
体
の
準
備
を
し
て
く
れ
！
」

「
今
か
ら
で
す
か
？
」

「
そ
う
だ
！
」

そ
う
、
今
日
は
３
年
生
最
後
の
大
会
の
前
日
だ
っ
た
。

「
わ
、
分
か
り
ま
し
た
！
」

「
あ
、
で
も
、
お
前
ら
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
一
緒
に
な
！
」

「
え
っ
？
」

「
い
い
か
ら
、
早
く
サ
ッ
カ
ー
部
の
準
備
室
に
行
け
！
先
に
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は

行
っ
て
る
か
ら
！
」

「
で
、
で
も
。
俺
ら
ま
だ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
会
っ
て
な
い
ん
で
す
よ
。
」
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「
そ
ん
な
こ
と
は
い
い
か
ら
、
早
く
行
っ
て
や
れ
！
一
人
じ
ゃ
大
変
だ
か
ら
。
」

「
は
、
は
い
！
」

俺
ら
は
、
急
い
で
準
備
室
に
向
か
っ
た
。

部
屋
の
前
に
着
く
と
、
中
か
ら
物
音
が
し
た
。

「
絶
対
、
い
る
な
。
」

「
う
ん
。
い
る
ね
。
」

「
誰
が
最
初
に
入
る
？
」

「
そ
れ
は
、
決
ま
っ
て
ん
じ
ゃ
ん
・
・
・
」

「
え
っ
？
誰
だ
よ
！
」
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み
ん
な
の
視
線
が
１
人
だ
け
に
向
い
た
。

そ
れ
は
、

・
・
・
紅
太
だ
っ
た
。

「
え
～
～
！
！
や
だ
よ
～
」

「
い
い
か
ら
、
早
く
し
ろ
よ
！
」

「
わ
、
分
か
っ
た
よ
！
・
・
・
絶
対
、
押
し
た
り
す
ん
な
よ
？
」

「
い
い
か
ら
、
早
く
！
」

紅
太
は
そ
の
部
屋
の
ド
ア
を
静
か
に
開
け
た
。

「
し
、
失
礼
し
ま
～
す
・
・
・
」
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そ
の
瞬
間
、
姫
世
が
お
も
い
っ
き
り
紅
太
を
後
ろ
か
ら
押
し
た
。

「
お
、
お
い
っ
！
痛
っ
て
～
な
～
・
・
・
」

「
ん
？
な
に
？
」

彼
女
が
こ
っ
ち
を
振
り
向
い
た
。
そ
の
瞬
間
・
・
・
み
ん
な
が
固
ま
っ
た
。

「
お
前
ら
、
押
す
と
か
マ
ジ
な
い
ぜ
～
・
・
・
ん
？
ど
う
し
た
？
」

そ
し
て
、
紅
太
も
彼
女
を
見
た
瞬
間
に
固
ま
っ
た
。

「
か
、
可
愛
い
・
・
・
」

全
員
が
声
を
そ
ろ
え
て
言
っ
た
。

（
可
愛
い
な
ぁ
・
・
・
ん
？
あ
、
あ
れ
？
）
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「
・
・
・
あ
ぁ
～
～
～
！
！
」

「
な
、
な
ん
だ
よ
侑
夢
！
う
る
せ
ぇ
だ
ろ
！
」

「
ち
、
違
う
ん
だ
よ
。
こ
の
子
、
こ
の
前
の
・
・
・
」

「
・
・
・
う
ん
。
こ
の
前
は
ご
め
ん
な
さ
い
。
・
・
・
ゆ
、
侑
夢
く
ん
だ
よ
ね
。

'
'

」「
え
っ
？
『
侑
夢
く
ん
』
っ
て
？
」

「
や
、
や
っ
ぱ
り
・
・
・
こ
の
前
の
子
、
っ
て
、
な
、
な
ん
で
名
前
知
っ
て
ん

の
！
？
」

「
ゆ
、
侑
夢
・
・
・
知
り
合
い
な
の
か
？
」

「
い
や
、
知
り
合
い
っ
・
・
・
て
か
、
こ
の
前
ぶ
つ
か
っ
ち
ゃ
っ
て
。
そ
の
時
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は
、
ま
だ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
だ
っ
て
知
ら
な
か
っ
た
か
ら
。
」

「
そ
う
だ
っ
た
ね
。
そ
れ
に
、
あ
た
し
、
他
の
み
ん
な
の
こ
と
も
知
っ
て
る
よ

？
」

「
え
っ
？
な
ん
で
？
」

「
改
め
て
・
・
・
は
じ
め
ま
し
て
。
今
週
か
ら
、
あ
な
た
達
、
サ
ッ
カ
ー
部
の

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
な
っ
た
、
１
年
２
組
夏
音
 

レ
イ
で
す
。
・
・
・
こ
れ
か
ら
、

な
つ
ね
 

れ
い

よ
ろ
し
く
ね
。
」
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?
 

－
ｆ
ｕ
ｎ
ｆ
－

「
よ
ろ
し
く
ね
！
桐
中
サ
ッ
カ
ー
部
の
１
年
の
み
ん
な
。
あ
た
し
は
夏
音
 

レ

イ
。
・
・
・
あ
た
し
の
こ
と
は
、
レ
イ
っ
て
呼
ん
で
ね
。
」

（
か
、
可
愛
い
・
・
・
）

「
う
、
う
ん
。
よ
ろ
し
く
な
。
レ
イ
・
・
・
さ
ん
？
」

「
だ
ー
か
ー
ら
！
レ
イ
で
い
い
っ
て
！
」

「
わ
、
分
か
っ
た
よ
。
レ
イ
・
・
・
」

「
う
ん
。
そ
れ
で
よ
し
！
」

み
ん
な
、
レ
イ
の
こ
と
を
歓
迎
し
た
。

そ
れ
に
・
・
・
レ
イ
は
可
愛
か
っ
た
。
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「
あ
っ
、
レ
イ
。
さ
っ
き
、
み
ん
な
の
こ
と
知
っ
て
る
っ
て
言
っ
て
た
け
ど
本

当
な
の
か
？
」

「
う
ん
！
本
当
だ
よ
！
」

「
サ
ッ
カ
ー
部
全
員
っ
て
こ
と
？
」

「
う
う
ん
。
あ
た
し
が
興
味
あ
る
の
は
、
サ
ッ
カ
ー
部
の
１
年
だ
け
だ
か
ら
。

だ
か
ら
、
１
年
し
か
分
か
ん
な
い
の
～
」

「
じ
ゃ
あ
、
俺
ら
は
全
員
知
っ
て
ん
の
か
？
」

「
う
ん
！
知
っ
て
る
よ
！
・
・
・
侑
夢
で
し
ょ
？
綾
部
く
ん
に
、
葵
様
、
紅
太
、

も
っ
く
ん
、
秋
ち
ゃ
ん
、
京
く
ん
、
流
さ
ん
、
剣
斗
く
ん
、
聖
夜
く
ん
で
し
ょ

？
」

「
そ
う
だ
け
ど
・
・
・
ち
ょ
、
ち
ょ
っ
と
待
て
！
い
き
な
り
あ
だ
名
つ
け
ち
ゃ

っ
て
ん
の
も
お
か
し
い
け
ど
・
・
・
な
ん
で
、
姫
世
だ
け
『
様
』
な
ん
だ
よ
！
」
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「
だ
っ
て
～
・
・
・
姫
世
く
ん
て
そ
う
い
う
キ
ャ
ラ
じ
ゃ
な
い
？
」

「
あ
の
な
、
レ
イ
？
・
・
・
俺
は
普
通
に
『
葵
』
で
い
い
か
ら
。
『
様
』
つ
け

て
く
れ
た
の
は
嬉
し
い
け
ど
ご
め
ん
な
？
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
な
。
」

「
ふ
～
ん
・
・
・
う
ん
！
じ
ゃ
あ
、
『
葵
く
ん
』
ね
っ
！
？
」

「
う
ん
！
そ
れ
な
ら
、
い
い
よ
。
」

「
な
ん
か
、
レ
イ
・
・
姫
世
だ
け
特
別
な
気
が
す
る
ん
だ
け
ど
。
気
の
せ
い
か

？
」

「
い
や
、
気
の
せ
い
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
。
絶
対
に
好
き
だ
ろ
・
・
・
あ
の
感
じ
じ

ゃ
。
」

「
お
い
っ
！
お
前
ら
！
な
に
喋
っ
て
ん
だ
！
早
く
準
備
、
終
わ
ら
せ
っ
ぞ
！
？
」

姫
世
が
仕
切
っ
て
き
た
。
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「
う
る
せ
ぇ
ー
よ
！
バ
ー
カ
！
お
前
な
ん
か
、
俺
ら
の
敵
だ
か
ん
な
ー
・
・
・

！
」

「
い
い
か
ら
、
早
く
終
わ
ら
せ
よ
ー
よ
ー
」

剣
斗
が
呆
れ
て
言
っ
て
き
た
。

そ
の
瞬
間
、
み
ん
な
が
剣
斗
を
見
て
・
・
・

「
う
る
せ
ぇ
ー
！
！
！
」

姫
世
以
外
の
全
員
が
声
を
揃
え
て
言
っ
た
。

「
す
、
す
い
ま
せ
～
ん
・
・
・
」

そ
の
後
も
、
姫
世
と
レ
イ
は
２
人
で
仲
良
く
準
備
を
し
て
い
た
。
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そ
れ
を
、
睨
み
な
が
ら
他
の
奴
ら
は
２
人
を
見
て
い
た
。

「
あ
い
つ
ら
、
お
似
合
い
だ
な
～
・
・
・
」

（
し
か
し
、
・
・
・
実
は
、
レ
イ
の
本
当
の
目
的
は
姫
世
で
は
な
か
っ
た
。
）

準
備
も
無
事
終
わ
り
、
総
体
当
日
に
な
っ
た
。

３
年
生
、
最
後
の
大
会
は
大
雨
だ
っ
た
。

一
人
一
人
が
、
チ
ー
ム
の
た
め
に
闘
う
３
年
生
の
姿
を
１
年
全
員
は
目
に
焼
き

つ
け
て
、
応
援
し
な
が
ら
試
合
を
見
て
い
た
。

し
か
し
、
全
力
の
応
援
も
む
な
し
く
、
結
果
は
『
負
け
』
と
い
う
も
の
が
つ
い

て
き
て
し
ま
っ
た
・
・
・
が
、
３
年
生
は
悔
い
の
残
ら
な
い
試
合
を
し
、
試
合

後
も
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
顔
を
し
て
い
た
。
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最
後
に
・
・
・

キ
ャ
プ
テ
ン
の
蹴
先
輩
か
ら
後
輩
へ
言
葉
を
頂
き
、

先
生
が
３
年
生
に
言
葉
を
送
り
、

後
輩
を
代
表
し
て
２
年
の
新
キ
ャ
プ
テ
ン
が
感
謝
の
言
葉
を
送
り
、

そ
し
て
、

３
年
生
、
中
学
校
３
年
間
の
部
活
動
が
終
了
し
た
。

「
・
・
・
お
疲
れ
様
で
し
た
！
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
」

「
お
前
ら
は
こ
れ
か
ら
頑
張
れ
よ
？
」

「
う
す
ッ
！
」
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そ
し
て
、
月
日
が
経
ち
・
・
・

次
は
俺
ら
、
１
年
の
大
会
『
ジ
ュ
ニ
ア
杯
』
が
近
づ
い
て
き
て
い
た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

瞬間。－setsuna－
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